
「シン・子育て王国とっとり運動」推進会議 次第 
 

日 時 ： 令和５年７月１９日（水) 午後３時～午後３時 30 分 

場 所 ： 鳥取県庁議会棟（３階） 特別会議室  

 

１ 開会挨拶 

 

２ 議題 

（１）「シン・子育て王国とっとり運動」の推進について 

 

（２）「こどもまんなか応援サポーター宣言」について 

 

（３）「とっとり子育てプレミアムパートナー」第１号登録証の交付について 

資料１ 

 

資料２ 

 

資料３ 

 

 

 

 

 

３ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜配布資料一覧＞ 

資料１ 「シン・子育て王国とっとり運動」の概要 

資料２ 「こどもまんなか応援サポーター宣言」（案） 

資料３ 「とっとり子育てプレミアムパートナー」制度の概要 
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「シン・子育て王国とっとり運動」推進会議 出席者名簿 
 

 

氏 名 所属等 

横山 憲昭 鳥取県商工会議所連合会 事務局長（代理出席） 

藤井 辰美 鳥取県商工会連合会 事務局長（代理出席）  

谷口 譲二 鳥取県中小企業団体中央会 会長 

木下 国広 一般社団法人鳥取青年会議所 理事長 

大橋 和久 鳥取県子ども家庭育み協会 会長 

波多野 和雄 鳥取県私立幼稚園・認定こども園協会 会長 

宮城 博美 鳥取市立美和保育園後援会 会長 

濵井 丈栄 フリーアナウンサー、子育て王国とっとり会議 委員 

徳田 めぐみ 鳥取県ＰＴＡ協議会 理事、子育て王国とっとり会議 委員 

深澤 義彦 鳥取県市長会 会長、鳥取市長  ※ウェブ出席 

平井 伸治 鳥取県知事 

山根 茂幸 鳥取県総務部理事監 

荒田 すみ子 鳥取県商工労働部雇用人材局長 

中西 朱実 鳥取県子育て・人財局長 

※鳥取県町村会（会長  田八頭町長）は、ご都合により欠席。 
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「シン・子育て王国とっとり運動」推進会議 配席図
（令和５年７月19日 鳥取県庁特別会議室）

濵井委員
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シン・子育て王国とっとり運動
こどもファスト・トラックこどもファスト・トラック

【県立博物館での看板表示例】

県立施設（集客施設、文化施設等）での取組みを進める。
集客施設（夢みなとタワー、とっとり花回廊、鳥取二十世紀梨記念館）、文化・会館施設（とりぎん文化会館、倉吉未来
中心、米子コンベンションセンター）、その他（パスポートセンター）など
市町村・⺠間施設に協⼒を呼び掛ける。

今後の展開(案)

施設入場時の優先案内や専用レーン設置によ

り、こども連れ・妊娠中の方が長時間並ばずに
入場できるもの。

県は、県立博物館（7/1～）、運転免許センター

（7/3～）で取組をスタート

＜参考＞

国は、国立博物館など国の施設において今春にスタート。

また、 「こども未来戦略方針」（6/13閣議決定）の「加速化プラン」

において、 「こどもまんなか社会」に向けた社会全体の意識改革の

具体策としても掲載された。

施設において妊婦や乳幼児を連れた方が安心して駐車時の乗り降りが行えるよう、

対象者を優先する駐車スペースを設置。

県民誰もが分かりやすいように「子育て応援駐車場」と称し、マークを表示。

※舗装面へのマーク表示が困難な場合は、看板・表示コーンの設置等による表示方法も可

ベビーカー利用時の乗降負担を考慮し、県では対象者を未就学児を連れている方を

基本にするが、県民皆で子育て世帯を応援する取組だという趣旨を踏まえ、対象とな
るこどもや駐車場の位置は各施設で判断していただく。

シン・子育て王国とっとり運動
⼦育て応援駐⾞場⼦育て応援駐⾞場

【マーク表示の例】

県庁（８月上旬）及びとりぎん文化会館(8月中)
の駐車場で取組開始。
他の県立施設での導入を呼びかける。
市町村に設置を呼び掛けるとともに、⺠間施設
において導入が進むよう整備経費支援を検討。

今後の展開案
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シン・子育て王国とっとり県民運動

当事者の意⾒
こども・若者
子育て中の方など

とっとり⼦育てプレミアムパートナーとっとり⼦育てプレミアムパートナー
妊娠・出産・子育てを応援する団体・企業を「とっとり子育てプレミアムパートナー」として登録し、
表彰制度や他団体への横展開を図り、地域における子育て機運を醸成する。

〈くるみん・プラチナくるみんとは〉男性育休取得率10％以上(プラチナは30%以上）、男性の育休等・育児
目的休暇取得率20％以上（プラチナは50％以上）等の基準を満たし国（厚生労働省）より認定される制度

○プレミアムパートナー登録企業に働きかけ、くるみん認定へステップアップする仕組みを検討

次のいずれかに該当している団体・企業

○以下の認証・登録があり、従業員の子育て等を後押しする取組、又は地域において子
育て等の支援活動を行っている企業

・ イクボス・ファミボス宣言企業 ・ 鳥取県家庭教育推進協力企業
・ とっとりSDGｓ企業認証制度 ・ くるみん、プラチナくるみん、トライくるみん

○地域において子育て等の支援活動を１年以上継続的に行っている団体・企業

対象

くるみん・プラチナくるみん認定への展開くるみん・プラチナくるみん認定への展開さらに

シン・子育て王国とっとり運動

当事者の意⾒
こども・若者
子育て中の方など

男性の育休取得率の向上男性の育休取得率の向上

県職員男性職員への育休取得の後押しの強化
乳幼児期等の子育て経験が、少⼦化対策、⼥性活躍推進等、地域が直⾯する
喫緊の課題に対する政策⽴案能⼒向上にも資することを踏まえ、以下の取組を実施。

男性職員向け育児体験研修・育休取得経験者との座談会を開催（８／４）

①職場の負担軽減
人員確保や部局を超えた応援などにより、原則として代替職員を配置。

②人事上の措置
育休取得職員を積極的に登用することを、職員に周知。

③意識啓発・⽀援
仕事と育児の両⽴に関して所属⻑と⼀緒に話し合い（子育て応援プランニング⾯談）

を実施。今後の仕事へのプラス効果等を丁寧に説明。

男性職員向け育児体験研修・育休取得経験者との
座談会を開催（８／４）

【目的】 男性職員の子育て参加の意識を⾼め、家族で
協⼒して育児を⾏う家庭環境の構築を⽀援

【内容】 ○県助産師会講師による講演
○赤ちゃんの人形を使い、ミルクあげ、おむつ替

え、沐浴等の実技体験
○先輩職員との座談会

民間の目標 2025年 85％ ※国の目標 2030年 ８５％を5年前倒しで設定

鳥取県職員の目標 ２０２５年 100%
《R4》 72.6%（知事部局 73.3% ＋ 各種委員会 50.0%）※対象職員 ⼀般⾏政部門の常勤職員

-5 -



シン・子育て王国とっとり運動

「子育て王国とっとり」の施策をバージョンアップさせるため、こども・若
者・子育て中の方など当事者の声を聞く取組をスタート！

①現地訪問による意見交換（10回程度）
⇒米子高校（7/11）、青翔開智高校（7/14⇒延期(日程再調整中)）

②ウェブサイト、チラシによる意見募集

収集した意見は、「シン・子育て王国とっとり計画」に取り入れ、実効性の
ある施策へとシン化させる。

今後の展開案

こども・若者・⼦育て中の⽅等の意⾒を聴く取組こども・若者・⼦育て中の⽅等の意⾒を聴く取組

交流拠点・産後ケア施設等（子育て中の方）、小中学校、こども食堂、児童館等こどもが
集う施設、児童養護施設等を訪問して意見交換

SNS広告を用いて、ウェブサイト上での意見応募を促進

シン・子育て王国とっとり運動
シン・⼦育て王国とっとり計画シン・⼦育て王国とっとり計画

「シン・⼦育て王国
とっとり計画」

「シン・⼦育て王国
とっとり計画」

［国］

当事者の意⾒、実態調査

6 月 こども未来戦略⽅針 ⇒ 骨太の⽅針

年末 こども⼤綱、こども未来戦略

（R5年度末）・⼦育て王国とっとり推進指針
・とっとり若者⾃⽴応援プラン
・鳥取県⼦どもの貧困対策推進計画

（包括的に⾒直し）

「こども・⼦育て⽀援加速化プラン」
（R6年度〜3年間）

国の動き（年末までに「こども大綱」、「こども未来戦略」策定）を見ながら、こども・ 若者・子育て中
の方等当事者からの意見を取り込むとともに、「ひとり親家庭等実態調査」 (8月～9月)
の結果も踏まえながら、既存のこども関連３計画（※）を包括的に見直し一体の計画とし
て策定。（※子育て王国とっとり推進指針、とっとり若者自立応援プラン、鳥取県子どもの貧困対策推進計画）

計画は今年度中に策定し、来年度からスタートする国の「こども・子育て支援加速化プ
ラン」と時期を合わせ、体系的かつ当事者ニーズに即した実効性のある施策を来年度
から展開する。

［県］

（具体化）
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こどもまんなか応援サポーター宣言（案） 

 
 
１ 我々は、「こどもまんなか」の趣旨に賛同します。 

 

２ ここに、「こどもまんなか応援サポーター」となることを

宣言し、「シン・子育て王国 とっとり運動」の取組を推進

します。 

 

３ 県民、事業者、団体、市町村、県が協力し、地域一体と

なって、こどもと子育てする方を応援します。 

 

 
令和５年７月１９日 

 

鳥取県商工会議所連合会 会長 児嶋 祥悟 

鳥取県商工会連合会 会長 土井 一朗 

鳥取県中小企業団体中央会 会長 谷口 譲二 

一般社団法人鳥取青年会議所 理事長 木下 国広  

鳥取県子ども家庭育み協会 会長 大橋 和久 

鳥取県私立幼稚園・認定こども園協会 会長 波多野 和雄 

鳥取市立美和保育園後援会 会長 宮城 博美 

鳥取県ＰＴＡ協議会 理事 徳田 めぐみ 

子育て王国とっとり会議 委員 濵井 丈栄 

鳥取県市長会 会長 鳥取市長 深澤 義彦 

鳥取県町村会 会長 八頭町長  田 英人 

鳥取県 鳥取県知事 平井 伸治 

資料２ 
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とっとり子育てプレミアムパートナーについて 

令和５年７月１９日 子育て・人財局子育て王国課 

妊娠・出産・子育てを応援する団体や企業を新たに登録する「とっとり子育てプレミアムパートナ

ー制度」を７月から開始。登録団体を増やすとともに、子育て支援のモデルとなる優良な取組を横

展開し、地域における子育てを応援する機運を醸成する。 
 
１ 目的 

それぞれの立場で妊娠・出産・子育てを支援する企業・団体を「とっとり子育てプレミアムパートナー
（以下、「プレミアムパートナー」）」として登録。登録企業・団体を増やすとともに、子育て支援のモデルと
なる優良な取組を横展開し、地域における子育てを応援する機運を醸成する。 

※ H22.８の創設以降、ボランティアとして子育て支援活動を行う個人・団体・企業を広く登録・公表し
てきた「とっとり子育て隊」に代わり、実績のある企業・団体等を横展開する制度にリニューアル。 

２ 制度内容  

（１）登録対象 
子育てを応援する機運の醸成に参画する意向がある、以下の①②いずれかの企業及び団体 

① 以下の制度の認定等を受けており、かつ従業員の妊娠・出産・子育てを応援する取組や地域の子
育て活動を行っている企業 

   ＜対象制度＞ イクボス・ファミボス宣言企業（男女共同参画推進企業）、家庭教育推進企業 
SDGｓ企業認証制度、くるみん認定、プラチナくるみん認定、トライくるみん認定 

 【取組例】 
・ 育休取得等がキャリア形成のハンデにならない評価システムの導入 
・ 従業員の家族同士の交流会の実施 
・ 担当業務のローテーション（多能工化）による育休を取得してもカバーできる体制の整備 
・ 事業所内保育所の設置、及び地域住民への開放 

② 地域の妊娠・出産・子育てを応援する活動を１年以上継続的に行っている団体・企業 
【活動例】 

・ 産前産後ケア、妊産婦に対する相談支援 
・ 親同士のネットワークづくり（勉強会や交流会の実施 など） 
・ 子どもの居場所づくり（子ども食堂、学習支援 など） 
・ 子どもから高齢者まで多世代が交流する拠点づくり 

（２）登録方法 

登録申込書に基づき担当課で審査し、上記の登録要件を満たすことが確認できれば登録。 

（３）状況報告 
毎年度の活動報告を義務付け、期限内に報告書が提出されない場合は一旦登録を抹消。 

３ プレミアムパートナーとの連携した取組 

・ 登録プレートなどプレミアムパートナーと分かるアイテムを贈呈し、対外的にＰＲ 

・ 駐車場を有するプレミアムパートナーについては、「子育て応援駐車場」の設置を勧める。 

・ 活動内容を紹介する動画を子育て王国アプリや子育て王国サイト、公式 SNS 等で発信 

・ プレミアムパートナーの活動を参考としたい企業・団体とのマッチング 

・ プレミアムパートナーとして、特に優れた取組への表彰（毎年、２～３団体） 

・  「シン・子育て王国フェス」における取組事例紹介、ブース設置 

・ 県内就職を目指す学生等への子育てしやすい職場環境のＰＲ (就職説明会参加、冊子掲載等) 

・ 子どもや若者に対して、県の子育てに関する施策や環境について意見を聞く機会の設置 
（支援の子どもを対象としたワークショップまたは公聴会、若手従業員との意見交換） 

資料３ 
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